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災害時の救援活動 立教１７８年SAIGAIKYUEN HINOKISINTAI

災
救
通
信
平成２７年

８月７日

第６号

発 行

天理教

災害救援

ひのきしん隊

北海道教区隊

逐次発行

災
救
隊
で
は
本
部
主
催
の
『
北
海
道
ブ
ッ
ロ
ク
訓

練
』
を
平
成

年
６
月

日
～
７
月
１
日
に
か
け
て

27

29

鹿
追
町
で
実
施
し
た
。
訓
練
に
は
本
部
か
ら
長
野
吉

晴
本
部
長
を
は
じ
め

人
が
来
道
し
、
道
内
全

支

24

27

部
よ
り
隊
員

人
の
合
計

人
が
参
加
し
た
。

163

187

作
業
は
然
別
峡
か
ん
の
温
泉
周
辺
の
遊
歩
道
整
備

と
同
町
瓜
幕
地
区
の
河
川
整
備
を
刈
払
い
機
や
チ
ェ

ー
ン
ソ
ー
を
用
い
て
行
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
宿
営
地

周
辺
で
も
公
民
館
周
辺
の
整
備
や
外
部
の
モ
ル
タ
ル

補
修
な
ど
も
行
っ
た
。
こ
の
訓
練
に
よ
る
総
草
刈
り

面
積
は
９
千

平
方
㍍
で
、
伐
採
し
た
雑
木
は

本

195

144

に
上
っ
た
。 北

海
道

ブ
ロ
ッ
ク

訓
練

特
集

結隊式に整列した隊員。

災
救
隊
本
部
に
て
奥
村

６
月

日

時

25

15

教
区
隊
長
、
今
井
副
隊
長
等
が
最
終
の
会
議

に
出
席
。
そ
の
後
、
本
部
神
殿
南
礼
拝
場
へ

移
動
し
、
長
野
災
救
隊
本
部
長
は
じ
め
、
本

部
ス
タ
ッ
フ
、
西
垣
教
区
長
、
北
海
道
ス
タ

ッ
フ
等

名
が
ブ
ロ
ッ
ク
訓
練
の
無
事
を
願

30

い
お
つ
と
め
を
つ
と
め
る
。

御
本
部
６
月
祭
典
が
つ
と
め

６
月

日
26

ら
れ
た
こ
の
日
、
災
救
隊
本
部
よ
り
資
材
、

物
品
を
満
載
し
た
４
㌧
ロ
ン
グ
パ
ネ
ル
ト
ラ

ッ
ク
が
北
海
道
へ
の
航
路
で
あ
る
舞
鶴
へ
出

発
。
日
付
が
変
わ
っ
た
頃
、
舞
鶴
港
よ
り
一

路
小
樽
へ
と
フ
ェ
リ
ー
が
出
航
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
、
北
海
道
鹿
追
町
で
は
、

十
勝
支
部
の
方
々
に
よ
り
燻
煙
殺
虫
作
業
な

ど
受
け
入
れ
準
備
が
、
宿
営
地
の
北
鹿
追
公

民
館
で
開
始
さ
れ
る
。北

海
道
教
務
支
庁
で
は
教

６
月

日
午
前

27

区
隊
の
準
備
し
た
レ
ン
タ
カ
ー
の
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
２
台
、
２
㌧
パ
ネ
ル
ト
ラ
ッ
ク
２
台
に

物
品
、
資
材
な
ど
の
積
み
込
み
が
行
わ
れ
、

宿
営
地
へ
向
け
各
車
輌
が
出
発
し
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
訓
練

ド
キ
ュ
メ
ン
ト

。教区隊の教務支庁出発時の参拝 。おぢばを出発する本部隊
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ブ
ロ
ッ
ク
訓
練
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
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に
な
る
と
宿
営
地
に
到
着
し
た
教
区
ス

６
月

日
午
後

27

タ
ッ
フ
は
、
早
速
資
材
テ
ン
ト
２
張
り
を
設
営
。
そ
の
テ

ン
ト
に
次
々
と
物
品
を
降
ろ
し
て
一
時
置
き
を
し
た
。
ま

た
、
同
時
に
宿
営
地
の
清
掃
や
宿
営
準
備
が
行
わ
れ
た
。

更
に
ま
た
、
期
間
中
に
試
用
す
る
仮
設
ト
イ
レ
８
基
も
宿

営
地
に
搬
入
さ
れ
て
き
た
。
大
型
ユ
ニ
ッ
ク
車
か
ら
順
に

設
置
場
所
へ
と
仮
設
ト
イ
レ
が
降
ろ
さ
れ
、
宿
営
地
の
雰

囲
気
が
徐
々
に
現
れ
て
き
た
。

一
方
お
ぢ
ば
で
は
、
本
部
ス
タ
ッ
フ
が
関
西
空
港
へ
と

向
か
い
、
夕
方
発
の
ジ
ェ
ッ
ト
ス
タ
ー
便
で
千
歳
へ
と
降

り
立
っ
た
。
空
港
で
出
迎
え
た
教
区
ス
タ
ッ
フ
の
重
鎮
、

小
杉
隊
長
補
等
と
共
に
教
務
支
庁
へ
と
向
か
っ
た
の
で
あ

る
。
教
区
到
着
は

時
を
過
ぎ
て
い
た
。

22

。てるてる大作戦

か
ら
は
本
格
的
な
宿
営
地
で
の
受
け
入

６
月

日
午
後

28

れ
準
備
が
進
め
ら
れ
、
訓
練
本
部
テ
ン
ト
、
厨
房
テ
ン

ト
、
受
付
テ
ン
ト
、
資
材
テ
ン
ト
等
が
次
々
と
設
営
さ

れ
た
。
ま
た
、
特
殊
工
事
と
し
て
電
柱
か
ら
引
き
込
み

し
た
配
電
盤
か
ら
、
本
部
電
気
課
か
ら
来
ら
れ
た
ス
タ

ッ
フ
が
宿
営
地
の
各
所
に
電
力
の
供
給
を
行
っ
た
り
、

厨
房
テ
ン
ト
で
は
本
部
水
道
課
よ
り
来
ら
れ
た
ス
タ
ッ

フ
が
、
上
下
水
道
の
仮
設
工
事
を
行
い
、
ま
る
で
お
ぢ

ば
に
い
る
よ
う
な
雰
囲
気
の
中
、
大
勢
の
隊
員
を
受
け

入
れ
る
設
備
が
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
。

教
務
支
庁
に
宿
泊
し
た
本
部
ス
タ
ッ
フ

６
月

日
朝

28

は
準
備
し
た
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗
り
込
み
鹿
追
町
へ
出

発
。
一
行
は
９
時
半
に
は
宿
営
地
へ
到
着
し
た
。

一
方
の
教
区
隊
は
急
き
ょ
町
の
イ
ベ
ン
ト
へ
参
加
す
る

こ
と
と
な
る
。
そ
の
イ
ベ
ン
ト
と
は
、
て
る
て
る
坊
主

を
た
く
さ
ん
作
り
（
主
催
者
側
で
事
前
に
１
万
個
作
成

し
た
も
の

、
会
場
と
な
っ
た
十
勝
と
く
さ
牧
場
（
宿
営

）

地
よ
り
７
分
）
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
ひ
も
に
飾
る
と
い

う
も
の

『
ギ
ネ
ス
に
挑
戦
』
と
い
う
こ
と
で
大
量
の
て

。

る
て
る
坊
主
を
飾
り
付
け
る
お
手
伝
い
を
教
区
ス
タ
ッ

フ
が
１
時
間
ほ
ど
行
っ
た
。
後
に
調
べ
て
み
る
と
こ
の

日
５
千

個
の
て
る
て
る
坊
主
が
飾
ら
れ
た
と
い
う
。

405

か
ら
各
職
掌
ご
と
で
細
部
に
わ
た

６
月

日
朝

29

っ
て
準
備
が
進
め
ら
れ
る
。
作
業
係
、
車
輌
係
、

通
信
係
、
救
護
係
は
宿
営
地
か
ら

分
ほ
ど
離

30

れ
た
同
町
郊
外
の
、
か
ん
の
温
泉
周
辺
遊
歩
道

整
備
の
現
場
を
確
認
。
作
業
域
や
作
業
法
を
町

の
担
当
者
か
ら
指
示
を
受
け
た
り
、
現
場
ま
で

の
ル
ー
ト
確
認
や
携
帯
電
話
が
ま
っ
た
く
通
じ

な
い
こ
の
エ
リ
ア
で
の
衛
星
電
話
の
通
信
状
況

を
確
認
し
た
。

ま
た
、
宿
営
地
で
は
訓
練
本
部
テ
ン
ト
内
に

無
線
設
備
、
放
送
設
備
、
車
輌
管
理
ボ
ー
ド
な

ど
が
設
け
ら
れ
た
り
、
受
付
テ
ン
ト
で
は
教
区

庶
務
係
等
が
受
付
表
や
配
布
す
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト

と
販
売
し
た
ア
ポ
ロ
キ
ャ
ッ
プ
や

シ
ャ
ツ
の

T

仕
分
け
作
業
に
大
忙
し
で
あ
っ
た
。

、 。本部隊と教区隊が協力し 次々と物品を降ろす

３×５軒テントに床板を作り、厨房テントに。
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始

い
よ
い
よ
訓
練
開

に
な
る
と
各
地
か
ら
隊
員
達
が
次
々
と

６
月

日
午
後

29

現
地
入
り
し
始
め
て
き
た
。
想
像
以
上
に
受
付
周
辺
は
人

で
溢
れ
か
え
り
、
支
部
隊
車
輌
の
誘
導
や
、
個
人
装
備
の

搬
入
な
ど
賑
や
か
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
午
後
２
時
、
抜
け

る
よ
う
な
十
勝
晴
れ
の
下
、
結
隊
式
を
前
に
セ
レ
モ
ニ
ー

広
場
に
て
規
律
訓
練
が
行
わ
れ
た
。
規
律
訓
練
を
行
っ
た

の
は
災
救
隊
本
部
茶
谷
主
事
（
泉
大
教
会
長
）
で
あ
る
。

整
列
、
点
呼
、
式
典
要
領
な
ど
の
指
導
を
受
け
た
。
そ
の

後
、
準
備
が
整
い
結
隊
式
を
行
う
。
来
賓
と
し
て
町
よ
り

小
林

潤
教
育
長
、
西
科
伸
之
商
工
観
光
課
長
、
對
馬

諒

課
員
が
列
席
。
式
で
は
長
野
本
部
長
、
西
垣
教
区
長
、
小

林
教
育
長
よ
り
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。
続
く
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
で
は
奥
村
教
区
隊
長
よ
り
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

本
部
、
教
区
各
ス
タ
ッ
フ
の
紹
介
と
班
長
６
名
の
任
命
が

行
わ
れ
た
。

テント設営は時間を要した。お～い、寝れるかい。

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
後
、
各
現
場
（
初
日
は
２
ヵ
所
）

に
分
か
れ
、
早
速
作
業
が
開
始
さ
れ
た
。

宿
営
地
か
ら
程
無
い
所
に
あ
る
、
瓜
幕
現
場
で
は
か
ん

が
い
用
水
路
の
周
り
の
雑
木
を
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
伐
採
し

そ
れ
を
集
積
し
た
。
ま
た
、
周
辺
を
刈
払
い
機
を
使
用
し

て
草
刈
り
も
行
っ
た
。

宿
営
地
現
場
で
は
、
こ
の
日
か
ら
隊
員
の
宿
泊
に
使
用

す
る
５
人
用
テ
ン
ト

張
り
の
設
営
が
開
始
さ
れ
た
。
順

30

調
に
設
営
が
進
ん
で
い
く
か
と
思
い
き
や
、
外
国
製
の
こ

の
テ
ン
ト
は
ポ
ー
ル
と
シ
ー
ト
の
長
さ
が
ず
れ
て
い
た

り
、
固
定
用
の
ペ
グ
を
打
つ
ハ
ン
マ
ー
が
足
り
な
か
っ
た

り
と
、
ド
タ
バ
タ
続
き
。
予
定
の
時
間
を
過
ぎ
て
も
完
成

出
来
な
い
。
そ
う
し
た
お
か
げ
で
様
々
な
教
訓
を
得
る
こ

と
が
出
来
た
と
言
え
よ
う
。

慌ただしい受付テントの様子。

食事の数は？Tシャツは？記念品は？

だいじょうぶ？ ノブ！ ニョ！

こ
う
し
て
訓
練
初
日
も
暮
れ
て
行
っ
た
が
、
宿
営

地
の
北
鹿
追
公
民
館
に
隣
接
す
る
体
育
館
を
食
堂

と
し
て
使
用
し
、
夜
は
そ
こ
を
夕
礼
の
場
と
し
て

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

夕
礼
後
、
本
部
で
製
作
し
た

「
刈
払
い
使
用
の

、

危
険
」
を
学
ぶ
ビ
デ
オ
を
上
映
し
た
が
、
朝
か
ら

の
バ
タ
バ
タ
続
き
で
音
声
の
出
が
相
当
に
悪
い
。

教
区
ス
タ
ッ
フ
は
汗
だ
く
で
改
善
の
努
力
を
行
っ

た
が
、
本
部
長
の
『
し
っ
か
り
せ
い
！
』
と
い
う

声
な
き
声
が
聞
こ
え
た
感
じ
が
し
た
よ
う
で
、
後

半
の
上
映
は
翌
日
に
持
ち
越
し
と
な
っ
た
。

小森副本部長に案内

される小林教育長。

西垣定洋教区長先生。

。現場も視察いただいた
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レジェンド市川、さすがの存在感。

かんの現場にて。

６
月

日

終
日
訓
練

30
宿
営
地
周
辺
は
霧
が
立
ち
込
み
肌
寒
い
朝
を

６
月

日
30

迎
え
る
。
セ
レ
モ
ニ
ー
広
場
に
て
朝
礼
を
行
う
。
出
動
時

間
が
近
づ
い
て
く
る
と
弱
い
霧
雨
が
降
っ
て
き
た
。
そ
れ

ぞ
れ
に
雨
カ
ッ
パ
な
ど
を
準
備
し
て
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
３
台

の
ほ
か
ワ
ゴ
ン
車
数
台
で
現
場
へ
と
向
か
っ
た
。
宿
営
地

か
ら
一
番
遠
い
か
ん
の
現
場
へ
は
３
個
班
が
向
か
い
、
遊

歩
道
内
に
あ
る
雑
木
伐
採
と
草
刈
り
を
行
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
予
定
の
遊
歩
道
コ
ー
ス
が
直
前
に
な
っ
て
か
ら

大
幅
に
短
縮
さ
れ
、
か
ん
の
現
場
は
午
前
を
持
っ
て
作
業

を
終
え
た
。

ま
た
、
前
日
よ
り
作
業
を
行
っ
て
い
る
瓜
幕
地
区
の
用

水
路
脇
の
雑
木
除
去
作
業
と
草
刈
り
作
業
は
本
格
的
に
朝

か
ら
作
業
が
進
め
ら
れ
た
。

昼
近
く
に
な
る
と
あ
い
に
く
雨
足
が
強
く
な
り
、
作
業

す
る
隊
員
達
の
足
下
へ
も
影
響
が
出
始
め
た
り
、
隊
服
に

も
汚
れ
が
付
い
て
気
持
ち
が
少
し
落
ち
込
み
午
前
の
作
業

を
終
え
た
。

すぐにでも作業に取りかかりたいところだが、呼吸を整え

るように、高坂副隊長補よりチェーンソーなどの取扱説明

がなされた。仕切りは大切な時間だ。

か
ら
は
午
前
中
で
現
場
を
終
え
た
、

６
月

日
午
後

30

か
ん
の
現
場
チ
ー
ム
３
個
班
が
加
勢
し
て
く
れ
る
こ

と
に
な
る
。
そ
の
お
か
げ
に
よ
り
、
一
同
の
気
持
ち

は
高
ま
り
一
気
に
作
業
が
進
ん
で
い
っ
た
。
し
か
し

反
面
、
こ
う
し
た
裏
側
で
作
業
係
は
急
に
人
員
が
増

え
た
こ
と
に
よ
り
対
応
に
戸
惑
い
を
見
せ
る
。
そ
う

し
た
現
場
の
状
態
を
振
り
返
り
、
担
当
者
は
大
い
に

反
省
を
深
め
て
い
た
。

災
救
隊
で
は
安
全
管
理
、
統
率
、
指
示
、
確
認
、

報
告
は
本
当
に
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
作
業
成
果
よ

り
も
こ
う
し
た
事
項
を
確
実
に
行
う
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
良
い
経
験
と
な
っ
た
。

レジェンドまでもう一息

堤隊長補と荒木隊長補

装備と物品を確認して現場へ出発。あっタオル忘れた！
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さ
て
、
終
日
の
作
業
を
終
え
る
と
、
有
難
く
も
天
然
温
泉

で
隊
員
達
は
一
日
の
汗
を
流
す
こ
と
と
な
る
。
然
別
湖
畔

温
泉
の
ホ
テ
ル
福
原
、
ホ
テ
ル
風
水
と
新
得
町
の
湯
宿
く

っ
た
り
レ
イ
ク
イ
ン
で
、
一
時
の
温
泉
旅
行
気
分
を
味
わ

せ
て
い
た
だ
い
た
。

宿
営
地
に
戻
る
と
夕
礼
が
つ
と
め
ら
れ
、
続
い
て
佐
藤

教
区
副
隊
長
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
災
救
隊
活
動
を
通
し
て

の
感
動
が
語
ら
れ
た

「
こ
の
十
勝
平
野
で
極
寒
や
開
墾

。

の
苦
労
に
耐
え
、
教
祖
の
教
え
を
広
め
ら
れ
た
先
人
達
の

思
い
を
感
じ
る
時
胸
が
熱
く
な
る
。
こ
う
し
た
感
激
を
各

地
で
の
励
み
に
し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

作業の疲れを然別湖畔温泉『ホテル福原』

…タオル忘れて、で流す。至福のひととき

手だけで洗った人もいますが。

瓜幕現場。雑木集積は一本一本拾う正に手作業、尊い。雨で足下もぬかるみ刈払い機も大変だ。

感
謝
の
夕
食
会

こ
の
夜
の
夕
食
は
、
遙
々
お
ぢ
ば
か
ら
お
越
し
い

た
だ
い
た
本
部
隊
へ
の
感
謝
と
お
礼
の
気
持
ち
を
込

め
て
、
教
区
隊
主
催
の
夕
食
会
が
持
た
れ
た
。
食
事

準
備
に
あ
た
っ
て
は
松
下
敏
孝
教
区
主
事
を
芯
に
、

中
津
川

悟
（
和
食
）
甘

朝
平
（
中
華
）
両
シ
ェ
フ

が
腕
を
振
る
う
中
、
婦
人
会
十
勝
支
部
（
郷
司
ひ
ろ

み
主
任
）
か
ら
も
大
勢
ひ
の
き
し
ん
に
携
わ
っ
て
い

た
だ
き
、
食
事
係
一
同
の
ま
ご
こ
ろ
こ
も
っ
た
料
理

が
振
る
舞
わ
れ
た
。

ま
た
、
お
世
話
に
な
っ
た
公
民
館
長
様
、
地
区
長

様
に
も
来
賓
と
し
て
ご
出
席
い
た
だ
い
た
。
時
間
の

経
過
と
共
に
マ
イ
ク
を
持
っ
て
勝
手
に
歌
う
人
や
元

本
物
応
援
団
長
エ
ー
ル
合
戦
、
青
年
会
に
よ
る
芸
出

し
と
緑
化
動
員
の
お
願
い
、
板
倉
副
本
部
長
に
よ
る

連
続
歩
調
か
ら
の
青
年
会
歌
合
唱
等
々
で
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
。

心に残るおもてなし料理の数々。

心に残る言葉。



- 6 -
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。 。 。瓜幕現場 奥の森がビフォー 手前の川？がアフター

最

終

日

薄
曇
り
の
朝
を
迎
え
る
。
こ
の
日
も
セ

７
月
１
日

レ
モ
ニ
ー
広
場
で
朝
礼
を
つ
と
め
た
。
朝
礼
後
、
テ
ン
ト

サ
イ
ト
側
よ
り
全
体
写
真
を
撮
影
。
な
ぜ
か
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
す
る
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
昨
夜
の
豪
華
デ
ィ
ナ

ー
が
朝
か
ら
い
た
だ
け
る
。

朝
食
後
、
私
物
な
ど
を
支
部
隊
の
各
車
輌
に
片
付
け
最

終
の
作
業
に
入
る
。
２
個
班
は
瓜
幕
現
場
の
雑
木
除
去
、

草
刈
り
作
業
の
仕
上
げ
に
向
か
っ
た
。
残
り
の
４
個
班
は

宿
営
地
の
撤
収
作
業
に
取
り
か
か
る
。
ま
ず
は
５
人
用
テ

ン
ト
の
撤
収
作
業
。
時
折
、
小
雨
が
降
っ
て
、
汚
れ
を
拭

き
取
っ
た
り
畳
ん
だ
り
の
収
納
作
業
も
難
航
す
る
。
同
時

に
、
訓
練
本
部
、
受
付
、
資
材
、
厨
房
の
各
テ
ン
ト
の
物

品
を
少
し
ず
つ
車
輌
へ
積
み
込
み
を
開
始
し
た
。

テ
ン
ポ
良
く
撤
収
が
ど
ん
ど
ん
進
ん
だ
よ
う
だ
が
、
こ
こ

に
も
落
と
し
穴
が
あ
っ
た
。
降
雨
に
よ
る
焦
り
、
積
み
込
み

車
輌
の
多
さ
、
隊
員
へ
の
指
示
不
足
、
指
令
の
甘
さ
等
々
が

重
な
り
、
反
省
点
が
多
く
生
ま
れ
る
こ
こ
と
な
る
。

あ
れ
ほ
ど
準
備
に
は
リ
ス
ト
を
作
り
確
認
を
何
度
も
し
て

積
み
込
ん
だ
の
に
、
積
み
込
み
撤
収
に
な
る
と
様
々
な
心
理

が
混
ざ
り
合
う

「
早
く
終
わ
ら
せ
よ
う
、
濡
れ
る
か
ら
パ

。

ッ
パ
と
積
ん
で
し
ま
お
う
、
誰
か
確
認
し
て
く
れ
る
べ
、
帰

っ
て
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
し
た
ら
い
い
」
等
々
。

ト
ラ
ッ
ク
の
片
隅
に
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
が
ぽ
つ
ん
と
置
か

れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。

。 。整然と並んだテント群 朝の冷え込み防止に毛布等を持参

本部スタッフのおかげでおぢばのようです。毎晩のスタッフ会議。鋭くドキドキします。
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。 。婦人会の方も撤収作業をお手伝い 有難い

解

隊

式

撤
収
作
業
は
予
定
通
り
進
め
ら
れ
、

時
か
ら
の
解
隊

12

式
に
向
け
、
公
民
館
内
の
掃
除
が
徹
底
さ
れ
準
備
が
整
え

ら
れ
た
。

解
隊
式
に
は
吉
田
弘
志
鹿
追
町
長
が
出
席
下
さ
り
、
一

同
に
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
、
教
区
主
事
、
当
該
支

部
長
で
も
あ
る
可
児
孝
之
主
事
よ
り
も
お
礼
の
言
葉
を
い

た
だ
い
た
。
解
隊
式
の
最
後
に
は
、
期
間
中
の
食
事
の
世

話
取
り
を
し
て
い
た
だ
い
た
、
婦
人
会
十
勝
支
部
の
み
な

さ
ん
を
代
表
し
て
郷
司
ひ
ろ
み
主
任
に
花
束
が
手
渡
さ
れ

た
。解

隊
式
を
終
え
、
長
い
よ
う
で
短
い
日
程
も
無
事
終
了

。

、

し
各
支
部
隊
は
支
部
へ
と
戻
っ
て
い
っ
た

更
に
本
部
隊

教
区
隊
も
最
終
撤
収
も
終
え
て
お
ぢ
ば
と
教
務
支
庁
へ
と

帰
っ
て
い
っ
た
。

御
礼
づ
と
め

な
お
、

か
ら
は
こ
の
度
の
『
災
害
救
援

７
月

日

時

25

16

ひ
の
き
し
ん
隊

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
訓
練
』
の
御
礼
づ
と

め
を
本
部
南
礼
拝
殿
に
て
、
長
野
本
部
長
は
じ
め
副
本
部

長
、
本
部
ス
タ
ッ
フ
、
西
垣
教
区
長
、
奥
村
教
区
隊
長
、

今
井
副
隊
長
、
教
区
ス
タ
ッ
フ
で
つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。

こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
訓
練
を
通
し
、
災
救
隊
と
し
て
の
基
本

精
神
で
あ
る
災
害
が
起
き
な
い
よ
う
な
日
常
ひ
の
き
し
ん

の
在
り
方
と
、
組
織
と
し
て
の
在
り
方
で
あ
る
、
安
全
、

確
認
、
報
告
、
連
絡
、
指
示
、
団
結
、
管
理
、
責
任
、
相

談
の
重
要
性
を
た
っ
ぷ
り
と
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
。

今
後
も
談
じ
合
い
を
重
ね
、
親
神
様
、
教
祖
に
勇
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
、
魅
力
あ
る
災
救
隊
を
目
指
し
て
行
き

た
い
。

瓜幕地区の雑木がきれいに伐採され、一本一本

。 。手作業で集積された 隊員の真実の結晶である

教
区
隊
は
教
務
支
庁
に
到
着
後
す
ぐ
に
物
品
を

倉
庫
へ
収
納
し
、
レ
ン
タ
カ
ー
を
返
却
し
て
解
散

と
な
っ
た
。
翌
日
か
ら
は
早
速
、
物
品
整
理
、
テ

ン
ト
の
乾
燥
収
納
や
事
務
処
理
等
の
残
務
に
本
部

隊
、
教
区
隊
共
に
追
わ
れ
て
い
る
。

A
LB

U
M

A
LB

U
M
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本 部 24 札 幌 東 7 富 良 野 4

函 館 4 千 恵 広 5 十 勝 12

渡 島 7 苫 小 牧 3 釧 根 4

八 雲 3 室 蘭 3 網 走 3

倶 知 安 5 日 高 5 北 見 4

余 市 4 南 空 知 9 紋 別 4

小 樽 4 空 知 6 天 塩 4

札幌中南 5 天 龍 8 宗 谷 6

札幌白豊 5 旭 川 6 婦 人 会 16

札幌北西 2 上 川 3 そ の 他 12

災救通信 立教１７８年SAIGAIKYUEN HINOKISINTAI

ブロック訓練参加者数 参加者総数 １８７名

お
礼
の
言
葉

訓
練
実
施
に
あ
た
り
参
加
下
さ
い
ま
し
た
隊
員
の
み
な
さ
ま

方
に
は
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
更
に
は
当
該
支
部
で

あ
る
可
児
十
勝
支
部
長
先
生
を
は
じ
め
、
郷
司
婦
人
会
主
任
先

生
、
小
林
支
部
隊
長
、
ま
た
、
鹿
追
町
と
の
関
わ
り
総
て
と
早

期
よ
り
訓
練
の
上
に
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
鹿
追
分
教

会
長

伊
藤
忠
義
先
生
に
は
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
訓
練
に
際
し
ま
し
て
は
各
所
よ
り
た
く
さ
ん
の
差
し
入

れ
や
激
励
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
重
ね
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

北
海
道
教
区
隊

隊
長

奥
村
尚
人

・北海道教区 教区長 西垣定洋 様

・鹿追町 町長 吉田弘志 様

・鹿追観光協会 会長 坂本昌彦 様

・鹿 追 町 様

・ 札幌法人グループ 浜田 様JAL
・天 龍 支 部 様

・祝梅分教会 様

・北鷹分教会 様

・雨龍大教会 金谷幸子 様

・栗山分教会 様

・幾寅分教会 様

・三淡分教会 様

・北治分教会 様

・頼城分教会 三河吉太朗 様

・六華分教会 中島優子 様

・十 勝 支 部 甘 朝平 様

・日 高 支 部 孫入道寿 様

ブロック訓練への差し入れ


